
ンセン病に関する迷信や誤解は数多

く存在します。医療専門家として、

私たちには、まずもって、このような誤った認識

を正す責任があると考えます。

ハンセン病は感染力の弱い病気です。日常的な接

触によって感染することはありません。病原菌を

殺し、他の人への感染を防ぐことができる多剤併

用療法によって、病気は完全に治ります。早期の

診断と適切な治療がなされれば、ハンセン病に

伴って起こる障害は防ぐことができます。した

がって、この病気にかかった人を隔離する医学

的根拠は存在しません。

しかし、ハンセン病にかかった人々は、病気が

治った後にも、社会的差別を受け続けています。

家族の全員が疎外され、悲惨な結果に至る場合も

あります。

薬は病気を治せます。しかし、それに付随するス

ティグマ（社会的烙印）をなくすためには、幅広

く社会的な意識を高めることが不可欠です。

スティグマがなければ、さらに多くの人々が積極

的に治療を受けにくるでしょう。新たな患者もより

早期に発見され、結果的に障害が残る症例も減り

ます。世界中でハンセン病の問題を軽減すること

ができるのです。

私たち（医療専門家）は、ハンセン病患者・回復

者がどの病院においても治療を受ける権利を有す

ることを支持します。私たちは、ハンセン病患者・

回復者、そしてその家族に対する差別を撤廃する

ことをここに宣言します。私たちは、ハンセン病

患者・回復者が、地域社会の一員として、すべて

の人と同等の機会と人権を享受し、尊厳ある人生

を送る権利を擁護します。

グローバル・アピール2012は、WHOハンセン病制圧特別大使、日本国ハンセン病人権啓発大使および日本財団会長の笹川陽平の呼びかけにより、
2012年1月30日にブラジル・サンパウロに於いて発表されました。

グローバル・アピール
ハンセン病に対するスティグマ（社会的烙印）と差別をなくすために

世界医師会およびその加盟国医師会による共同宣言


